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潰瘍性大腸炎治療剤｢ペンタサ®坐剤１ｇ」の新発売について 

 
 

 
キョーリン製薬ホールディングス株式会社の子会社である杏林製薬株式会社（本社：東京都千代田区、代

表取締役社長：宮下三朝、以下「杏林製薬」）は、５月３１日、薬価収載されました潰瘍性大腸炎治療剤｢ペ

ンタサ®坐剤１ｇ」（一般名：メサラジン、以下｢本剤｣）を６月１１日に新発売いたします。 

 

杏林製薬は、潰瘍性大腸炎・クローン病の治療薬の開発に取り組んでおり、現在、国内においてメサラジ

ン製剤として｢ペンタサ®錠２５０ｍｇ｣｢ペンタサ®錠５００ｍｇ｣｢ペンタサ®注腸１ｇ｣を発売しています。 

これまで杏林製薬は、潰瘍性大腸炎の患者さん、医療関係者のニーズに応えるため、新たな剤型の開発、適

応追加、新用法・用量の取得等に計画的かつ継続的に取り組んでまいりました。今回、日本消化器病学会等

からの要望もあり｢ペンタサ®坐剤１ｇ｣の開発を決定し、この度の発売に至りました。 

 

本剤は、血便、粘血便を主症状とする直腸の病変に対して高い効果が期待され、直腸炎型の患者さんのみ

ならず、直腸部に病変を有する左側大腸炎型、全大腸炎型の患者さんにも有用と考えられます。杏林製薬は、

本剤をラインナップに加えて、新たな治療の選択肢を提供することにより、今後も特定疾患である潰瘍性大

腸炎の患者さんの治療に一層貢献してまいります。 

本剤の初年度売上高は７億円程度を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

 

 

 

 

 

会 社 名      キョーリン製薬ホールディングス株式会社 

代 表 者 名       代 表 取 締 役 社 長    山下 正弘 

 （コード番号 ４５６９ 東証第１部） 

問 合 せ 先      ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ統轄部長  宮木 修次 

電 話 ０３－３５２５－４７０７ 



〈製品概要〉 

 

〈参考〉 

 

１．製品名 ペンタサ®錠２５０ｍｇ 

（PENTASA® Tablets ２５０ｍｇ） 

ペンタサ®錠５００ｍｇ 

（PENTASA® Tablets ５００ｍｇ） 

２．一般名 メサラジン（Mesalazine） 

３．効能・効果 潰瘍性大腸炎（重症を除く）、クローン病 

４．用法・用量 

 

潰瘍性大腸炎 

通常、成人にはメサラジンとして１日１,５００ｍｇを３回に分けて食後経口投与する

が、寛解期には、必要に応じて１日１回の投与とすることができる。なお、年齢、症

状により適宜増減するが、１日２,２５０ｍｇを上限とする。 

ただし、活動期には、必要に応じて１日４,０００ｍｇを２回に分けて投与することが

できる。 

通常、小児にはメサラジンとして１日３０～６０ｍｇ/ｋｇを３回に分けて食後経口投与

する。なお、年齢、症状により適宜増減するが、１日２,２５０ｍｇを上限とする。 

 

クローン病 

通常、成人にはメサラジンとして１日１,５００ｍｇ～３,０００ｍｇを３回に分けて食後経

口投与する。なお、年齢、症状により適宜減量する。 

通常、小児にはメサラジンとして１日４０～６０ｍｇ/ｋｇを３回に分けて食後経口投与

する。なお、年齢、症状により適宜増減する。 

５．薬価 １錠 ５２．１０円 １錠 １０３．００円 

６．包装 ＰＴＰ包装 １００錠、５００錠  ＰＴＰ包装 １００錠、５００錠 
 

１．製品名 ペンタサ®坐剤１ｇ 

（PENTASA® Suppositories １ｇ） 

２．一般名 メサラジン（Mesalazine） 

３．効能・効果 潰瘍性大腸炎（重症を除く） 

４．用法・用量 通常、成人には１日１個（メサラジンとして１ｇ）を、直腸内に挿入する。 

５．薬価 １ｇ 1 個 ３４７．８０円 

６．包装 50 個(10 個×5)   100 個(10 個×10) 

１．製品名 ペンタサ®注腸１ｇ 

（PENTASA® Enema １ｇ） 

２．一般名 メサラジン（Mesalazine） 

３．効能・効果 潰瘍性大腸炎（重症を除く） 

４．用法・用量 通常、成人には１日１個（メサラジンとして１ｇ）を、直腸内注入する。なお、年齢、

症状により適宜減量する。 

５．薬価 １ｇ１個 ８７１．８０円 

６．包装 １００ｍＬ×７ 


